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（小特集①）
東日本大震災に対する農地・農業用施設の復旧・復興状況

渡邊　俊介・佐藤　一宏・山田　明広

　東日本大震災から 10 年が経過し，東北農政局農村振興部が
中心となって取り組んでいる，被害が甚大であった被災 3 県

（岩手県，宮城県，福島県）における地震・津波災害からの農地，
農業用施設，農地海岸堤防の復旧・復興の現状および東京電力
福島第一原子力発電所の事故からの復旧・復興の現状などを報
告する。

（水土の知 89-7，pp.3～6，2021）
東日本大震災，復旧・復興，放射性物質，モニタリング，
ため池，大柿ダム

（小特集②）
福島県における復旧・復興の課題と今後の展望

宍戸　潤一・鈴木秀一郎・齋藤　　淳

　福島県は全国第 3 位の広大な県土面積を有しており，そのう
ち森林が 71％，農地が 11％を占めている。また，浜通り，中
通り，会津地方に大別される特色ある県土構造により，冬季温
暖で日照時間が長い浜通り地方から，気温の日較差の大きい会
津地方に至るまで，それぞれの特徴を活かした地域性豊かな農
林水産業が展開されている。本県は 2011 年の東日本大震災で
甚大な被害が発生し，さらに福島第一原子力発電所事故の放射
能汚染により今でも人が立ち入れない地域が存在している。本
報では，東日本大震災と福島第一原子力発電所事故の複合災害
から 10 年の節目を迎えた本県における復旧・復興の課題と今
後の展望を述べる。

（水土の知 89-7，pp.7～10，2021）
福島，復旧，復興，東日本大震災 , 原子力発電所，藤沼
ダム

（小特集③）
東日本大震災における10年間の復旧・復興の成果と課題

郷古　雅春・千葉　伸裕・中沢　　峻・千葉　克己

　最大の津波被災地である宮城県の農業農村の復旧・復興の歩
みと課題について振り返る。膨大な量の災害査定，除塩，農地
復旧における微細がれきの混入など，被災地ではさまざまな問
題が発生する。宮城県はこれらの問題解決と並行して営農の早
期再開に取り組むとともに，大規模経営体による低コスト水田
農業の実現に向けた 2 ha 標準区画の導入，土地利用の整序化
など，農業農村の創造的復興に向けた取組みを行ったほか，事
業完了後の施設の維持管理に係る労力および費用の低減のため
の水管理システムや太陽光発電施設を導入した。持続可能な農
業農村の構築に向けては，土地改良区の役割を踏まえた仕組み
の構築，次への備えのための現場知の活用が必要である。

（水土の知 89-7，pp.11～14，2021）
東日本大震災，圃場整備，標準区画，維持管理，土地改
良区，土地利用整序化，現場知

（小特集④）
岩手県の沿岸地域における復旧・復興の取組み

佐々木　毅

　平成 23 年 3 月 11 日に発生した三陸沖を震源とする地震に
より , 岩手県沿岸部で最大震度 6 弱，県内全域で震度 4 以上
を観測するとともに，地震により発生した津波は，沿岸市町村
に壊滅的な被害をもたらした。発災から 10 年の歳月が経過し，
未曽有の被害を受けた本県の農地および農業用施設の復旧工事
は無事完了し，各地で営農が再開され，農村地域の活気が戻り
つつある。本報は，沿岸地域の農地・農業用施設および農地海
岸保全施設の被害状況や復旧・整備状況について報告する。

（水土の知 89-7，pp.15～18，2021）
岩手県，東日本大震災津波，農地・農業用施設，農地海
岸保全施設，復旧・復興

（小特集⑤）
請戸川の水を用いた水稲栽培における放射性セシウムの影響

申　　文浩・久保田富次郎

　東京電力福島第一原子力発電所の事故から 10 年が経過し
た。震災後，農業水利施設などの復旧工事や除染作業が行われ，
2018 年 3 月時点で福島県内の国直轄除染対象地区農地の除染
が完了した。また，2020 年 3 月まで帰還困難区域以外の旧避
難指示区域の避難指示が順次解除され，住民の帰還とともに営
農が再開されつつある。本報では，東京電力福島第一原子力発
電所から約 10 km 圏に位置する除染後の水田において，集水
域の放射性セシウムの沈着量が多い請戸川の水を用いて，震災
後初めて実施した水稲栽培試験において，用水を通じて流入す
る放射性セシウム量をはじめとする放射性セシウムの動態や生
産された玄米への影響について報告する。

（水土の知 89-7，pp.19～22，2021）
放射性物質，放射性セシウム，営農再開，震災復興，農
業用水

（小特集⑥）
原発事故後の初期における農業用水に関する調査研究と教訓

久保田富次郎・濵田　康治・人見　忠良

　本報では，東京電力福島第一原子力発電所の事故後の比較的
初期において，農研機構を中心に取り組んだ農業用水に関する
調査研究を総括するとともに，経験を記し今後の教訓として残
すことを目的とする。放射性物質への対処としての農業用水の
対応は，2011 年産の一部のコメから暫定基準値を超える放射
性セシウムが検出されたことに起因して，主に 2012 年に始
まった。2012 年には，水田やため池において用水の直接除染
を試みるとともに用水路・ため池における放射性セシウムの堆
積状況等の調査を行った。経験のない放射能災害への対応は，
行政や研究を含めたさまざまな機関との連携が必要であり，ま
た現場対応には細心の注意が必要であった。

（水土の知 89-7，pp.23～26，2021）
東日本大震災，原発事故，放射性セシウム，農業用水，
ため池
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（技術リポート：北海道支部）
寒冷少雪地域における植生マットの試験施工と法面保全効果

小林　健嗣・永井　　晶

　寒冷少雪の北海道東部地域では，冬期間の土壌凍結・凍上の
みならず春先の融雪・凍結融解にともなう法面表層崩壊が多発
している。本報告では，寒冷少雪地域における切土法面の保全

（崩壊抑制）を目的として考案された植生マットを試験施工し，
凍結融解直後から翌年度における法面保全効果および草本植物
の生育状況を評価した。その結果，法面方位・土質の違いにか
かわらず，試験施工に用いた植生マットでは法面保全効果を発
揮していた。一方，南向き法面の対照区（裸地）では表層の崩
落が確認された。また，諸条件の違いにかかわらず，地域性種
苗クサヨシは自然草高が最も高く早期に生育・定着するなど，
法面保全効果が高いと考えられる。

（水土の知 89-7，pp.30～31，2021）
寒冷少雪地域，植生マット，地域性種苗，外来草本植物，
法面保全，凍上崩壊抑制，法面緑化

（技術リポート：東北支部）
リンゴ園における簡易基盤整備設計指針の策定

金澤　　学・太田　賢仁

　青森県は，リンゴ収穫量日本一の産地であるが，県内におけ
る過去 10 年間（2010～2019 年）の農作業事故の発生件数では，
リンゴなどの果樹が突出して多くなっている。その原因の多く
が，リンゴの防除作業に使用するスピードスプレーヤが横転し
て，作業者がその下敷きになるというものである。特に山間部
にある傾斜のきついリンゴ園では，安全に走行することが難し
く，事故発生の危険性が高くなっている。このことから，傾斜
のきついリンゴ園において，スピードスプレーヤの事故を未然
に防ぐため，安全に走行できる園内道の簡易な整備方法をとり
まとめた「りんご園の安全に配慮した基盤整備設計指針」を策
定したので，その概要を紹介する。

（水土の知 89-7，pp.32～33，2021）
リンゴ，樹園地，樹園地内農道，簡易基盤整備，設計指針，
安全対策

（技術リポート：関東支部）
取水口新設工事に係る河川区域内での地下水位低下工法

澤崎　　毅

　国営かんがい排水事業「那珂川沿岸地区」における那珂川揚
水機場取水口新設工事にて施工された，河川区域内での地下掘
削に伴う盤ぶくれ防止を目的とした地下水位低下工法を紹介す
る。本工事では盤ぶくれ防止対策について，施工性，経済性，
環境への影響を検討し，スーパーウェルポイント工法を採用し
た。本工法は，従来工法と比較して排水期間の大幅な短縮，始
動・停止の柔軟な運転管理が可能であり，周辺構造物への影響
を抑制する効果が期待できる。また揚水した地下水に基準値を
超える溶解性鉄分が検出されたため，揚水を空気に触れさせず
に圧力復水する真空プレス型リチャージウェルポイント工法を
併せて施工することで，河川水の水質汚濁を防止しつつ施工を
完了した。� （水土の知 89-7，pp.34～35，2021）

那珂川沿岸農業水利事業，揚水機場，取水口，仮設工，スー
パーウェルポイント工法，リチャージウェルポイント工法

（技術リポート：京都支部）
都市的地域における農業用水路の役割と工事施工時の配慮

伴　　尚志・小泉　綾香

　木津用水路および新木津用水路は，愛知県北部を流れる全長
約 14.5 km の用排兼用水路である。近年，洪水等の自然現象
や都市化・混住化等の社会的状況の変化に起因して，その機能
の低下が顕著になってきている。このため，国営新濃尾農地防
災事業により，木津用水路については，水質改善を目的に水路
の用排分離工事を実施した。また，新木津用水路については，
現在，排水機能の回復を目的に水路断面の拡幅工事を実施して
いる。新木津用水路は，都市的な地域に位置しており，その特
性から多様な役割を担い，工事実施時にはさまざまな配慮が必
要となる。本報では，新木津用水路の役割や管理者の負担実態，
工事施工時に配慮すべき事項について紹介する。

（水土の知 89-7，pp.36～37，2021）
都市化，混住化，用排兼用水路，木津用水，新濃尾農地
防災事業

（技術リポート：中国四国支部）
農地海岸の高潮対策工事における環境配慮の事例

西村　圭太

　岡山県の南西部に位置する笠岡市で実施している海岸保全施
設整備事業（高潮対策）大島地区では，長年の使用により護岸
が老朽化していることに加え，堤防高が不足しているため，護
岸の改修工事を行っている。本地区海岸は，天然記念物カブト
ガニの繁殖地で保護区域となっているため，海岸の開発行為は
制限されている。本報では，カブトガニの生息地へ配慮した高
潮対策工事の施工事例を紹介する。

（水土の知 89-7，pp.38～39，2021）
農地海岸，高潮対策，護岸改修，生態系配慮，カブトガニ，
矢板式護岸

（技術リポート：九州沖縄支部）
農業用ため池の管理及び保全に関する法律の防災工事計画

西村　和哲

　近年，台風や集中豪雨，大規模地震等により農業用ため池が
被災する事案が頻発し，決壊により下流域に甚大な被害が発生
している。一方，農業用ため池を巡っては，所有者や管理者等
の情報が適切に把握されていない，施設の管理について所有者
や管理者・農業者の責務があいまいである，離農や高齢化によ
り管理体制が脆弱化している等，いくつもの課題があるなか，

「農業用ため池の管理及び保全に関する法律」が施行された。
本報では，防災重点ため池の再選定や特定農業用ため池の指定
等に触れながら，法律に係る防災工事計画の届出に関する福岡
県での運用とその事例の概要を紹介する。

（水土の知 89-7，pp.40～41，2021）
ため池管理保全法，防災重点ため池，防災工事計画，特
定農業用ため池，ため池特措法
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